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ー 1吾 緒言昭和 17年 4月より 5月に亙れ宮城野、鳴子町地方.に頻後地震があった.極めて

局部的のも，ので‘あって，同町から約 53粁距った嘗豪のウイヶ(ルト式地震計には，其中の最大左

るもののみ漸く振幅 6μ 程度の記象を印したのに過ぎたいが，営該地方では震度 IVに及ぶもの

を時々交へp 人必にも一時動揺の色があった.蛍肇では直内鳴子気候観測所に簡単微動計を設置し

て観測を行ひ，一方嘗該地方の貴地踏査を行って， .真相の究明に努めた.ヨえに不十分乍ら，其結果

を纏めて報告する.

2. 地震経過の概要 鳴子・鬼首雨直内観測所の報告に上れば，有感地震の始まりは 4月 5日

で，以後の地震同数は第1表に示す如くである.此中の有感地震昨就き，上記雨観測所に於ける震

度並びに地震計に依る観測結果を示せば第2表の如くである.

第 1表. 地震同数

月 日 有 感 無感 計 月 日 有感 P無 感 | 計 月 日 有、感 無感 計

N 5 2 不 不 N 20 一 1 1 lV 29 2 2 

6 3 21 一 2" 2 30 1 1 

12 6 22 1 1 V 1 L 1 

13 1 明 明 23 一 5 5 0 ・4 一 4 4 

15 1 1 24 一 一 3 一 1 1 

16 一 7 7 25 一 1 1 10 1 不 不

17 4 6 10 26 一 1 1 24 1 明， 明

18 2 5 7 27 4 4 一 一
19 一 2 2 28 一 1 1 一 一 一

以上の表より解る如し有感地震は 5目を始まり eとして最初は 4，........5 日間隔で 2日宛糧績して起

り，其中疎隔之友って 5月 24日迄緩いてゐる.共総数は 20同程度で，頻後地震と Lては多い方

之は言へたい.

震動は鳴子鬼首共念激た上下動で，且つ鰻感の初動は上動で、あった.此の鰻感の初動は，水平動
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第 2表地震観測表

. . 
震 度 最大振幅 初 動

月 日 .時分 記 事
鳴子 鬼首 N E，; N E 

1V 5 
μe μ μ μ 

以下全地震を逼じ，鳴子の地鳴8 47 E 1 ー一

19 10 一 E 一 'ー 一 は方向NWで，普色は山上り大。
6 13 00 E E 一 一 石の墜落した様な普;鬼首では

13 05 I 一 日 一『 12日の本震以タトは地鳴を聞か
:::;; 

14 04 I 一 一 一 ずJ 、

5 55 
/ 克雄川護電所時計墜落破損}仙12 百 Y 一

蓋p--弓7s，振幅61"程度，古川1I.
5，55-6，12 一 一 一 一 一 -鳴子にて儀震5同を感ず.

13 14 10 E I 一 一 -L: 

D 

、17 3 23 I - 120 + 125 くー〉
-守

3 32 1I. 百 + 970 ~ 350 --370 

10 32 E 一 -_ 93 + 90 一 一

14 07 E 一 + -80 - 170 くー〉 ピー〉
J 

18・ 9 09 E E - 470 + 750 一 - 280 

9 25 一 E 土 50 士 80 くー〉

22 ]5 .04 E E - 200 + 325 + 20 - 45 

V 10 19 00 I 一 一 一 一

24 13 37 E E 一 一 一 一
. 

、

より推定してj恐らく p 波の賓際の初動であらうと思はれる.

無感地震は 4月 15日鳴子気候観測所に設置せる携帯用簡単徴動計の観測に依るものである.之

を次の如き常数に於て使用した

南北動 V=40， '1'0亨 3.2秒，

東西動 V=40， To=.3.7秒.

4月 15 日より 5月 3 日;迄毎日の無感地震同数は第1表の如くであって，格別増加の傾向も友

'く，漸次鎮静に赴く傾向が見えた.よって勢力並に資材節約のため地震計の運韓は 5月3日を以て

一旦中止した.共後6月 14日まで様子を窺ったのであるが，績穫の模様が友いのでF 同日を以て

観測を全く打切った.

3. 震央地震群の記象は一部異るものも混へたが，その殆どすべてが相似?であった.第1固

にその一例を示す.記象型の同ーたるととよれ地震群の震源並びにその護震機構は略同ーのもの.

であるととが推定された.P波の初動は確定し:得たものは南西であり，然らざるものも大韓南西の

様である.之に上下動を瞳感によるものを以て補へば，震央は鳴子の北東に営る亡、と主主主る.初期、
鍛動時間は，記象土 p.s爾相の直別が明瞭で、たいためと〆諸種の事情により記録園筒を普通の速

さの廻轄としたためにp 十分正確た値を讃取るととが出来なかうたのは遺憾で、ある'が，比較的， P~
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第 1 国 ， 記象の 例〈原寸 x2/3)

sの分明な地震 5イ悶につき共値を読取った結果は 0・6--1・0秒である・之等の値は記録園筒近・}Mしの

記象紙から讃取ったものであって相嘗の誤差が考へられるので)と Lでは一々の値を論ぜず，それ等

の千均値 07桃山最確保しp 之を糊する従って震央距離はp 即日==kl'附ける k

の値として 5(1)を採用すれば， 3.5粁 とえにる・か くて此地震群の震犬と推定される地域協地震計

設置の場所(園上@印)の北東約 3.5粁の第 2園×結附近と在る.

4. 踏査結果 踏査を行ったのは地震の最盛期を過ぎるとと肢に 2ヶ月の後で、あった Lめy 地方

の記憶も相嘗滞れF 十分な放呆を牧めるととが出来制亙った次に踏査の結果得られた主な駄だけ

を摘記するぐ第 2圏参照).

1) 震度震動の比較的強かったのは鳴子町宇鳴子町，末禅.本11/，見乎ノ原等の諸部落y 川波

村大西部落以西，荒雄 (形山〉硫黄鎖山等の地域であ.った・反主ナ陀岩出山町y 鳴子町宇中山平， J包

く1) ζ の値は那須博士が伊東 ・北伊豆雨地震の像震調査の際比求め，萩原 ・表雨足が伊豆新品強震の俄震に過

用された値である 一一震研業報 15(Il討 12)559~ [í68 ， 近距離地震の k rc就ては此他那須・萩l京の諸氏によ り
Gく静岡強震儀震)，6.15 (河内大和強震像震〉等の値も翠げられてゐるが， ζLでは何れをとるも大差.tr.いの

で，イ院 りに 5 ととった.
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体 2 闘 震央附 ・近地国

。槻測所 ×震央矢印は地r!色の聞えた方向

-llÎÆ;'l~~ι( ，Ç).、凶，問中j北日m等の方面は袋動弱く |巳j数も少し袋火から~いととをftt;定せしめる . 111新

IHIIlJではP古どJ.[長じたカ〉った.

との中p 形山Jy]ti山では先も直下に渓泌がある様な感じの長弱jを党えy 地|ぬ も氏n，C;;りの女1Iく也下か

ら11rJえて来たとのととであるが，我々は之を同所に特有な表盤と地下構造とに凶るものと樹祭し

ア乙.

~ ) 毛Jji到j 地震は反動の強い所で、はイ'iJれも乏!:激左上下動を以て始まり， JI.っその方向感の記憶IJ)J

/1奈な ものに)~先て日RJべた結某は第一助は残らず上勤であった. 踏査地域は漢犬と 1- 1 される部分の四Jr'~J

l亡五らず，叉その極めて近傍を残してゐるのでF とれは殻震機構を推定する十分注材料とは友らな

いが，似りに震源に於ける運動を単純な陥落とすれば，上の事貨を説明するととが出来る.

泣-rJゃJ-;J;~ド付近では毎年の如く刻渡する此種地震の稜震機構ともいふべきものに針してp 定まった
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一種の観念を有し，それ等は皆地下の或部分の陥落に因って起るものと考へてゐる様である.とれ

は骨豊感上の諸種の感じに基いて誰言ふとなく自然に出来上った概念であらか、勿論科皐的根擦のあ

るものでは危いけれ共，一臆顧る必要はある様に思はれる.

3) 地鳴地鳴は踏査地域殆E全部に亙り地震毎に明瞭に諜、取された.震動と同時に或は若干早

く聞いた所が多い.

各地に於ける地鳴の方向は第2園矢印の如くである.之等は嚢の地震(1)の如き一定の指向性を持

たない・従ってこれより震夫を見営付けるととは出来たい

地鳴の音色はドン(砲撃の如き音λ ドドン， ドシン(大石の落下した様えに昔)， ドドドド，ゴオ

ー等であった.

4) 地愛共他、格別見るべき地愛は無かマたが，形山鎖山より蟹津に遁ずる道路の一部(第2固

に斜線を施した部分)が崩壊した.此遺は大深津に向ふ西向の急:斜面で，崩壊は脆弱な地質の魚と

思はれる.

宇俵山にも地震中時々崩壊があったといふととであるが，此山は元来崩れ易く，千素でも毎日の

如く崩れてゐるので，特に地震の魚の崩壊と見倣すべきものは無かったといふ・

其他形山鍍山から北の方に逼ずる鍍石運搬用空中索道の木柱が2，3ポ倒れたとのととである.

今周の地震では地裁内の多数の温泉には嬰化はー見られたかった.

5う地雷今同踏査した地方には「地雷Jなる方言の存在するととを知った.その概念は「地鳴

にして震動を伴はざるもの」である.従って同地方では地震と地雷とを判然と匿別してゐる.而し

て地鳴を伴ったものでも地震動を感じたものは地震といふのである.

地方の人の話に依れば，此地方では地雷は殆ど毎年起り，殊に春先と秋口とに多いといふ.

5. 結語昭和 17年 4月より 5月に亙り宮城野、鳴子・鬼首附近に頻議した局護地震に就き

j 若干の調査を行った.

鳴子町に簡単微動計を設置し約20日聞に亙って観測した結果に依れば，震央は鳴子の北東約3.5

粁の地黙と目されるが，正確た位置を求め得る前に地震は経憶した.

震央と見倣される地黙は山中で，附近には人家無く，賞地踏査は震央を取巻き敷粁の場所に於て

行ったが，そり結果も亦此の附近と見倣すととに矛盾じない.令

境場附近の地質に就ては東北帝大岩石率教室の加藤?巌〉・三井爾氏が昭和、14--5年に亙り調査さ

れたものがある(未刊).其結果に依れば，此地域には花尚岩の基礎の上に線色の凝友岩と友色の粘

板岩との亙層があり，其上を粒獄安山岩，石英粗面岩，安山岩等が覆ひ，更に上居を石英安山岩，

同質凝友岩等が覆って居り，向川沿ひの盆地には砂利屠の堆積がある.之等わ地方の地盤には縦横

く1) 加藤愛雄，伊藤清記、; 昭和 14年 9月鳴子及鬼首地方の地震.地震1.1.(昭 14)577.-..-58弘
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e . 
に走る断居と相侠って之等基盤、より砂利厚ままで、が随慮に現れt相賞複雑な分布を震しτ居る.従つ

:-c震度分布にも相嘗地盤の影響があり，.震夫の決定に蛍り食会り之を重視することは出来ないものと

思はれる.

とLに推定した震夫、は昭和 14年の場合(1)よりも若干東に寄ってゐる.とれは前同は田代，蟹津，

見手ノ原等で震動が最も激しかったのに封し，今回は寧ろ鳴子，川波聞の各部落で激しかつだ事貫

之符合する.

今同の地震が温泉地域の末期的火山活動に伴ふ火山J陸地震であるととに就ては加藤氏等の所見と

〆全く同一で、ある.従って今間程度の地震活動は今後も時折あることふ思はれるしF 叉それが大地震

や噴火の前駆とじて心配するには嘗ちないととも推察出来る.

今岡の調査に嘗り地震観測に御協力を得た鳴子気候観測所沼田主任以下所員各位，叉現場附近の

地質に闘し御教示を賜った東北帝大渡蓬教授，.加藤講師等に深謝する次第である.

〈昭和工7年 7月， 於仙墓地方気象豪)

、、

。

(1) 前出加藤氏等請文
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